
庄内川洪水予報について

資料７

令和７年６月２０日

土岐川・庄内川の水害から命を守るための会議 協議会

（洪水予報連絡会 編）



■庄内川洪水予報に関する基準地点と基準水位の関係

○洪水予報は４種類あり、基準地点で設定されている基準水位に対する観測水位や水位予測に基づ
き、名古屋地方気象台と庄内川河川事務所が共同発表。

洪水予報の種類と発表の目安

①氾濫注意情報：氾濫注意水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる時

②氾濫警戒情報：避難判断水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる時、
あるいは水位予測に基づき氾濫危険水位に達すると見込まれた時

③氾濫危険情報：氾濫危険水位に到達した時

④氾濫発生情報：氾濫が発生した時

警戒レベル

基準水位

枇 杷 島

志 段 味

多 治 見

土　 岐

瀬  古

警戒レベル１
相当

警戒レベル２
相当

警戒レベル３
相当

警戒レベル４
相当

警戒レベル５
相当

監視水位 水防団待機水位 氾濫注意水位 出動水位 避難判断水位 氾濫危険水位 ＨＷＬ

氾濫
発生

4.30 m 4.60 m 5.60 m 6.30 m 8.50 m 8.90 m 9.08 m

5.60 m 6.78 m

3.10 m 3.40 m 4.60 m 5.20 m 5.90 m 6.40 m

3.00 m 4.00 m 4.50 m 4.70 m

7.50 m

2.20 m 2.50 m 3.20 m 3.70 m 5.30 m

6.39 m

2.30 m 2.80 m 3.30 m 5.00 m 5.20 m 5.50 m 5.71 m

2.10 m 2.40 m

■庄内川洪水予報の種類
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洪水予報の発表イメージ

○警戒レベル毎（レベル２～レベル４）に設定されている基準水位に達した場合や越えることが予測さ
れるタイミングで洪水予報を発表。

気象庁ＨＰより 2



洪水予報の発表形式例と変更の概要①

○洪水予報は、洪水予報を作成するシステム更新にあわせ、図表を用いた分かりやすい表現とする
ため、洪水予報文（ＰＤＦ形式）の様式を変更し、水位状況に応じて、標題、種類、見出し、主文等を
記載した洪水予報を発表。

削除

①

改善②

①発表者・第1～３受報者名の記載欄 → 削除 受報者への一斉送信が可能となったため。

②標題 → “警戒レベル●相当情報”を冒頭（＝標題）に明示する。

③見出し → 【警戒レベル●相当情報】の記載を「見出し」から発表文冒頭の「標題」に移動。

④主文 → 変更なし

④

改善

→ → →

正規

（見出し）

（主　文）

（雨量）

所により1時間に50ミリの雨が降っています。

今後もこの雨は降り続く見込みです。

○○川流域

流域
00日00時00分～00日00時00分

までの流域平均雨量
00日00時00分～00日00時00分
までの流域平均雨量の見込み

○○○ミリ ○○ミリ

令和００年０月０日 ００ 時０ ０分

○○河川
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事務所
じむしょ

・○地方
ちほう

気象
きしょう

台
だい

　共同発表

【警戒レベル２相当情報［洪水］】○○川
がわ

では、氾濫注意水位に到達し、

今後、水位はさらに上昇する見込み

【警戒レベル２相当】○○川
がわ

の○○水位観測所（○○市
し

○○）では、「氾濫注意水位」に到達し、

今後、水位はさらに上昇する見込みです。洪水に関する情報に注意してください。

【警戒レベル２相当】○○川
がわ

の△△水位観測所（△△市
し

△△）では、「氾濫注意水位」に到達し、

今後、水位はさらに上昇する見込みです。洪水に関する情報に注意してください。

【警戒レベル２相当】○○川
がわ

の□□水位観測所（□□市
し

□□）では、「氾濫注意水位」に到達し、

今後、水位はさらに上昇する見込みです。洪水に関する情報に注意してください。

機関名

○○川
がわ

氾濫注意情報
○ ○ 川 洪 水 予 報 第 ○ 号
洪 水 注 意 報 （ 発 表 ）

発表者 第１受報者 第２受報者 第３受報者

国土交通省　○○河川事務所
気象庁 ○○地方気象台

機関名 機関名

③

現行PDF 新PDF

標題、見出し、主文等
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記載なし

⑤

警戒レベル相当情報早見表：新規追加現行PDF 新PDF

予報区域の警戒レベル相当情報
各基準観測所の情報を比較し、
最も高い警戒レベル相当を記載
※「標題」と同じ記載内容

基準観測所名・対象河川
予報区域内の基準水位観測所を
全て記載し、その基準観測所の対
象河川を記載

新着・更新
各基準水位観測所の警戒レベル
相当に追加あるいは更新がある
場合にその旨を記載

予測水位
予測水位に基づく警戒レベル
相当を記載＆着色

現況水位
現況水位に基づく警戒レベル相
当を記載＆着色

市区町村
各基準水位観測所の受け持ち区間
内で氾濫した場合に氾濫水が到達
する可能性のある市区町村に対して、
基準観測所ごとの警戒レベル相当を
記載＆着色
市町村名には、その中で最も高い警
戒レベル相当を着色

新着・更新
警戒レベル相当情報に新規・更
新がある市区町村にその旨を記
載

警戒レベル（ ）相当
同一の基準水位観測所の現況
水位・予測水位の情報から警戒
レベル相当を記載＆着色

洪水予報の発表形式例と変更の概要②

警戒レベル相当情報早見表
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※氾濫発生情報（警戒レベル５相当情報）のみ

⑥氾濫による浸水が想定される地区 → ・氾濫箇所を記載

・市町村名の列記であったものを箇条書きに

氾濫による浸水が想定される地区（Lv5のみ）／雨量

⑥ 改善
現行PDF 新PDF

※氾濫発生情報（警戒レベル５相当情報）のみ

現行PDF 新PDF

⑦雨量 → 変更なし

⑦

洪水予報の発表形式例と変更の概要③
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⑧水位または流量（グラフ）
→ ・警戒レベル相当を大きく記載＆着色

・折れ線グラフ化にすることで水位変化を視覚的に分かりやすく
・基準水位の間隔を実際の数値幅に比例させ、水位上昇の度合いを容易に認識できるようにする

⑧

水位または流量

改善

現行PDF 新PDF

洪水予報の発表形式例と変更の概要④
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⑨「観測所名」「受け持ち区間」を除き削除
現行PDF 新PDF

⑨参考情報 ・基準水位（レベル１～レベル４） →削除：「水位または流量」（グラフ）で確認可能
・氾濫が発生した場合の浸水想定区域 →削除：浸水想定区域図やハザードマップで確認可能
・水位危険度レベル１～５の説明 →削除：事前に確認可能

⑩雨量、水位等のPULL型情報 →URLのみだったものを URL＋QRコードに
⑪注意事項 → 変更なし
⑫問い合わせ先 → 変更なし

⑩ 改善

（注意事項）
⑪

⑫

洪水予報の発表形式例と変更の概要⑤

参考情報等
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庄内川の洪水予報の発表形式例（氾濫注意情報）

8



臨時の洪水予報（大雨特別警報の切替後の氾濫に対する注意喚起）

⚫大雨特別警報の警報等への切替時に、今後の水位上昇の見込みなどの河川氾濫に
関する情報を『臨時の洪水予報』として発表（令和２年度出水期から実施）

○ 大雨特別警報の警報等への切り替えを「安全になった」と誤解

○ 大雨の後に時間差で発生する氾濫への注意喚起が必要

経緯と対応策

○ 発表主体 ： 気象庁（気象台）、河川管理者（国）の共同発表

○ 発表条件 ： 以下条件のすべてに該当

① 大雨特別警報の警報等への切り替え時

② 洪水予報（レベル３以上）が発表済

③ 今後河川氾濫の危険性が高い場合
※ある程度長期の見通しが技術的に可能な場合は、洪水予報を発表していない場合であっても氾濫危険情報の発表が見

通される場合は、発表する。

※洪水予報を発表している場合でも、避難判断水位を超過しておらず今後も氾濫危険水位を超過する見込みがない、或い

は、既に氾濫危険水位を下回り引き続き水位の低下が見込まれるなど危険な状況を脱したと判断される場合は発表しな

いこともある。

○ 伝達方法 ： 洪水予警報システムによるメール （FAXの送信は行わない）

発表概要
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臨時の洪水予報 庄内川発表文例
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